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· 出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第1回院内研修　6/20（水）17:30～18:30　会場：4階メモリアルホール
テーマ：「個人情報保護法」について　講師：個人情報管理委員会委員長　大山栄光さん
・第2回院内研修　7/3（火）、4（水）17:30～18:30　会場：4階メモリアルホール
　テーマ：｢当院における精神医療サービスの在り方｣　講師：佐藤AOM
・看護グループ内研修　6月28日（木）　17:15～17:45　 会場：メンタル3階　会議室
勉強会内容：「救急対応」について　講師：西村SGM
救急対応は、月1回行う為、昨年参加した方も年に1回は出席すること。
・職員旅行（一泊旅行）について
　日程：2班～6/21（木）～6/22（金）、3班･･･7/5（木）～7/6（金）
・納涼会について
　八戸納涼会　8/6（月）17:30～20:00　場所：古民家前の広場
三沢納涼会　8/7（火）18:00～20:00　場所：あおぞらクリニック駐車場及びテラス
参加費については、法人行事積立金より徴収。小学生:500円（現金徴収）未就学児:無料。
当日不参加の方は6/25～7/6までの間に各部署の担当委員に不参加届けを提出すること。
・勤務について
　小嶋SGM・柴崎：6/22（金）⇒ハローワークでの会議に参加
　慶長JGM：6/22（金）⇒午後から東北メディカル学院就職説明会に参加

・来週のカンファレンスについて
　6/26（火）のカンファレンスで、プログラムのタイトルや内容の確認を行う。出席するスタッフは、出席しないスタッフのタイトルを聞いて、参加するようこと。

＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～普段通り来所しており、服薬の空包が揃っていることを確認している。本人より歯茎の痛みの訴えがあり、詳細を質問している。以前から痛みが続いており、食事や会話の場面に支障が出ているとのこと。現在歯科受診をしているとのことで、受診時に相談しつつ、治療を受けていくよう促している。過去にインターネット回線の解約時に、上手く説明できずに対応できていなかった経緯がある為、痛みや状態を確認しつつ、適切な治療を行えるよう関わっていく。
・福井　彩　様　～本日来所しており、担当スタッフと面談を行っている。育児に関しては問題なく行えていると話しており、体調を崩すことないとのこと。その他については、夫様の家族との関係性が悪いことや、夫様が育児に参加せず、金銭的な援助もしてくれないとのことで、本人家族と相談し離婚を考えているとのこと。具体的に決まってはおらず、今後弁護士と一緒に話し合っていくと話している。離婚に関しては「早くそうなった方が良いから、特に気にならない」「子育ては母親と協力しながらやって行けるから、特に問題はないよ」とのことで、母親や弁護士と相談しながら決めていくよう促している。面談中終始表情良く応対しており、今後の状況に応じて子育てや体調変化が生じる可能性はある為、相談できることは相談し、無理せず過ごしていくよう促すと「わかりました」と笑顔で返答している。
・佐々木　理佳様～本人より報告があり、昨日40℃の発熱があったとのこと。詳細を質問すると、喉の痛みを感じて検温したら熱があったとのことだが、汗をかいたら楽になり、本日は解熱鎮痛剤を服用して来所したとのこと。来所時の体温36.1℃でバイタルサインの異常や不調は特にないと話している。来所後問題なく過ごしているが、昼食後20分ほど静養室で休養している為、体調変化に注意しつつ様子観察を行なっていく。
・繁名　和恵　様～午前中不調を訴えることは無いが、昼食後胃周辺の不快感を訴え、静養室で休養している。引き続き本人の言動に注意し、普段と違う様子がある際には関係機関と情報共有しながら対応していく。


デイナイトケア
・鈴木　真知子様～来所後コートを着て過ごしていることがあるが、スタッフ声掛けにて拒否なく脱いで片付けている。外出要求や不調を訴えることなく穏やかに過ごしている。午後も引き続き様子観察を行ない、本人の言動に注意しながら対応していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後泊まりのスタッフに声を掛け、眠れていないことや排尿に関する訴えを一方的にまとまりなく話していたとのこと。また、睡眠に関して「3時に聞きたいラジオがあるから起きている」と話していたとのこと。管理者と情報共有する為に上記を報告することを伝えると「言わなきゃよかった」と話す為、共有する必要性を振り返り、本人へ中止したとのこと。デイナイトケアでは、昨日5時間ほど眠れたと話しており、不機嫌さや上記内容の訴えはない。引き続き本人の言動に注意しつつ、適時介入していく。
・稲垣　ふき　様～青風荘にて、膝の痛みを訴え湿布を貼っていたとのことだが、デイナイトケアでは痛みを訴えることは無い。足を庇うように歩いていることがある為、歩行状態や本人の訴えに注意し、状態を確認しながら対応していく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、食後杖を使わずに1人で歩いており、転倒リスクが高い為歩行時にはスタッフを呼ぶように促しているとのこと。デイナイトケアでも上記同様の様子が見られており、1人で歩いている際にはスタッフ介入をしている。今後も同様の対応を続け、転倒することがないよう関わっていく。
・岩城　敏夫　様～青風荘より情報提供があり、汚染された下着を部屋に溜め込んでおり、スタッフが介入したとのこと。デイナイトケアでは、来所時に20分以上歯磨きをしており、スタッフが介入している。その他普段と違う様子は無いが、引き続き本人の言動に注意しながら関わっていく。

ナイトケア
・若松　邦生　様～昨日普段通り来所しているが、自分から家族の話をしており、母親に関して「頭が固いから大変だった」「今考えても嫌な気持ちになる」と話している。その後「イライラするから頓服薬飲もうかな、どうしようかな」と話しているが、他利用者と表情良く交流しており、頓服薬を服用することはない。イライラ感については、「話をしたら楽になったので大丈夫です」とのことで、自分なりに対処できていることを評価している。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（板橋　利美様）
実施日：H30年6月30日（水）13：30～14：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：工藤
検討内容　目標・計画の見直し
	氏名
	板橋　利美様
	性別
	男
	年齢
	63
	生年月日
	昭和30年5月30日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	胆石性膵炎、脳梗塞後遺症、糖尿病、洞不全症候群、心室性期外収縮、左肺痕跡、脂漏性湿疹

	治療方針（医師の指示）
	① 生活リズムの改善　　　　⑤ 注意・集中力の維持
② 運動の習慣化　　　　　　⑥ 意欲・達成感の獲得
③ 人付き合いの場への参加　⑦ 服薬の習慣化
④ 孤立しないようにする　　⑧ 病識の理解
⑨病状・身体管理を行う　

	本人希望
	病状・身体管理を行う　

	家族希望
	このまま青風荘入所継続してほしい

	入院歴
	計2回（最終：H19年6月28日 ～H19年11月22日）八戸市民病院

	通所歴
	2回目
· 前回：H19年11月28日～H24年8月19日　デイケア
· 今回：H25年4月1日～現在　　（週5回）　デイナイトケア

	その他サービス利用
	

	住居：青風荘
	
家族構成本人（60）
保護者（60代）
八戸市在住


	利用制度
	身体障害者手帳
1級
	生活保護
	



【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状・身体管理を行う
	①身体管理を維持・改善させる
	①転倒防止、筋力低下予防の為に、運動を行う。体重維持・検査結果悪化防止の為に間食についてスタッフへ相談する
	①身体の疼痛や疲労感があった際はスタッフへ相談する。スタッフは身体の疼痛や疲労感を確認する。身体の疼痛や疲労感があった時はスタッフへ相談する。

	
	②精神症状の安定
	②ストレスの発散方法を考える
	②ストレスがある時はスタッフへ相談する。スタッフは、ストレスがないか確認し、ある時は発散方法について一緒に考える。
（ストレスがある際はスタッフへ相談する。スタッフは、本人のこだわりや自尊心を尊重し、受容しながら、対応し一緒に考えながらストレスの発散を促していく。）



【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	①転倒防止、筋力低下予防の為に、運動を行う。体重維持・検査結果悪化防止の為に間食についてスタッフへ相談する。
	· 身体の疼痛の訴えがある。また、午前中の運動療法の時間は、排便時間であるため、継続して運動療法は参加できていない。声掛けするが、トイレに入る時間であるため出席できないと話している。
· カロナールを服用しているが、現在毎日疼痛があると話している。
· 週末に決められた範囲内で間食を購入するが、一気に食べる事はやめられないと話す。
· 下剤が処方されているため、排便良好とのこと。「時々、排便量が少なく、時間がかかるときがある」と話している。

	運動療法には、不参加となっているため、本人の参加意欲のあるレクリエーションを利用して体を動かすことができるように取り組んでいく。また、面談を行い、本人の気持ちを尊重した上で、今後どうしていくかを話し合う。体調によって、疼痛や疲労感の訴えが聞かれることがあるため、本計画の継続が必要と考える。

	②ストレスの発散方法を考える。
	・排便時間に拘りがあり、運動プログラムの時間にトイレに入り不参加となっている。参加を促すが参加せずにいる。
・体重は本人管理しており、兄様との約束した体重が64kg（BMI20.8）。現在の体重は66.6kg（BMI22.0）、体重に拘りがあり、増量すると、極端な残食が見られていたが、先日、兄様との面会があり、食事について相談している。青風荘で提供されている食事を摂取していること、間食は決められている範囲内で購入していることを伝えると、兄様は何も言われなかったと話している。その後は、食事の残食は見られていない。病状については、現在、幻聴や幻覚は見られず、行動化することはない。服薬は、忘薬することなく実施できている。

	兄様と約束している体重が、64kg。以前は、体重が維持出来ないと、不食を継続し、減量を繰り返していたが、先日面会で兄様に相談することができてからは、食事の極端な不食は見られていない。今後も継続して、極端な食事の残食、減量がないか観察していく。また、健康に対しての本人の考えでの拘りがある為、面談を実施して話し合っていく。引き続き、ストレスがある際は、話を傾聴し、一緒に発散方法を考えていくこととする。計画を継続とする。



【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状・身体管理を行う
	①身体管理を維持・改善させる
	①転倒防止、筋力低下予防、体重維持・検査結果悪化防止の為に間食についてスタッフへ相談する
	①身体の疼痛や疲労感があった時はスタッフへ相談する。スタッフは身体の疼痛や疲労感を確認する。

	
	②精神症状の安定
	②ストレスの発散方法を考える
	②ストレスがある時はスタッフへ相談する。スタッフは、ストレスがないか確認し、ある時は発散方法について一緒に考える。（ストレスがある際はスタッフへ相談する。スタッフは、本人のこだわりや自尊心を尊重し、受容しながら、対応し一緒に考えながらストレスの発散を促していく。）
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